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『世界史が苦手な娘に宗教史を教えたら

東大に合格した 島田裕巳の世界宗教史入門講義』 
島田裕巳著 

本体2,400円＋税 四六判 320頁  ISBN:978-4-924671-58-4 
 

宗教家の島田裕巳氏の娘は、高校時代、世界史が大の苦手だった。

志望校は東京大学（文系）。大学入学共通テストで課されている試験

科目のひとつに「世界史 A」がある。また、東大の二次試験でも世界

史は選択科目の一つである。この科目で高得点をとらなければ、東

大入試突破はない。世界史を受験科目に選択した日から、父・島田

裕巳氏の娘への〈世界宗教史〉の講義がはじまる。そして一年後―

―。島田氏の娘は、東大合格を果たす。宗教史を学ぶことが、なぜ世

界史テスト高得点に結びついたのか。島田氏の「宗教講義」を再現す

る。 

 

 現在、多くの公立図書館様よりご注文いただいております。 
 

【本書の内容】 

世界宗教史を理解すれば、世界の歴史の全体像が見えてくる――。 

古代インドの歴史を学ぼうと思えば、仏教とジャイナ教の歴史を学べば見えてくるも

のがある。古代中国・唐の時代を学ぼうと思うとき、儒教・仏教・道教の歴史を学べ

ば見えてくるものがある。ローマ帝国の大いなる遺産がキリスト教であり、そのキリ

スト教の歴史を学ぶことは、古代～中世のヨーロッパ歴史を学ぶことでもある。アラ

ブの歴史を理解しようとすれば、イスラーム教への理解が必須となる。 

島田裕巳氏の御息女は、父親の〈世界宗教史〉講義を受け、苦手な世界史を克服し、

東大入試を突破し、東大現役入学を果たした。 

島田氏の講義の神髄を凝縮した一冊。大人の学びなおしのための一冊としても役立つ、

親子二世代にわたって学べる〈世界史〉入門講義である。 

 

【著者】島田裕巳（しまだ ひろみ）作家・宗教学者、東京女子大学・東京通信大学

非常勤講師。東京大学大学院人文科学研究科博士課程修了。主な著書に『日本の 10

大宗教』『０葬』『性と宗教』『葬式は、要らない』『教養としての世界宗教史』など。

『葬式は、要らない』は３０万部のベストセラーに。 
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